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利活用計画が具体化

制
・
病
児
保
育
を
行
う
。

―
介
護
と
医
療
機
能
の
確

保
と
し
て
、
北
区
医
師
会
や

地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
、

予
防
医
療
の
推
進
、
救
急
機

能
、
地
域
住
民
密
着
型
の
総

合
複
合
施
設
と
し
て
総
合
病

院
と
介
護
老
人
保
健
施
設
、

在
宅
医
療
と
の
一
体
運
営
を

行
う
。

―
敷
地
内
に
道
路
事
業
用

の
代
替
地
を
約
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
程
度
設
け
る
（
詳

細
に
つ
い
て
今
後
東
京
都
と

協
議
）。

総合病院、介護老人保健施設、保育所を誘致

今
回
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

契
約
交
渉
順
位
第
1
位
と

な
っ
た
の
は
、
赤
羽
中
央
病

院
を
運
営
す
る
医
療
法
人
社

団
博
栄
会
と
、
グ
ル
ー
プ
構

成
企
業
と
な
る
ラ
イ
ク
ア
カ

デ
ミ
ー
株
式
会
社
で
す
。

事
業
者
の
主
な
提
案
は
、

―
安
全
で
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
有
効
活

用
と
し
て
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
避
難
場
所
、
垂
直
避

難
が
可
能
な
構
造
に
す
る
。

―
保
育
所
待
機
児
童
の
解

消
と
し
て
、
定
員
１
０
０
名

程
度
の
認
可
保
育
所
、
病
院

と
連
携
し
た
新
し
い
保
育
体

6 日は赤羽駅西口で No War Kitaku 
Action。そねはじめ都議と党区議団は、
安倍内閣による 9 条改憲をストップさせ、
憲法を守ろうと訴えました。（のの山けん）

―
建
物
に
は
交
流
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
、
北
区
や
地
域
と

の
連
携
・
交
流
を
促
進
す
る
。

と
い
う
も
の
で
、
北
区
は

今
後
、
事
業
者
と
詳
細
内

容
の
協
議
を
行
い
、
協
議
が

整
っ
た
段
階
で
、
速
や
か
に

覚
書
を
締
結
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

同
跡
地
は
50
年
の
貸
付

契
約
と
な
り
、
北
区
が
解

体
工
事
を
行
っ
た
後
、
事
業

者
が
施
設
の
建
設
に
入
り
、

２
０
２
１
年
の
開
設
を
目
指

す
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●�災害発生時における避難場
所、垂直避難施設
●�定員100名程度の認可保育
所、病院と連携した新しい保
育体制・病児保育
●�総合病院と介護老人保健施
設の一体運営
●�敷地内に500㎡の道路事業
代替地（今後都と協議）

●�建物には交流スペースを設
け、北区や地域と連携・交流

北区は 4 月 17 日のプレスリ
リースで、旧赤羽中跡地利活用
についての公募型プロポーザル
の結果を公表しました。跡地に、
総合病院、老健施設、保育所な
どを整備する提案内容となって
います。（のの山けん）

La La ガーデン
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事業者からの主な提案内容

憲法9条守りぬこう
No War Kitaku Action



5.18光州事件の真実に迫る意欲作
映画「タクシー運転手」（チャン・フン監督）

グラフィック・ノベル「沸点 ソウル・オン・ザ・ストリート」（チェ・ギュソク著）

民衆が主人公の韓国民主化運動

朝
鮮
戦
争
後
の
韓
国
で
、

朴パ
ク
チ
ョ
ン
ヒ

正
煕
大
統
領
に
よ
る
長

期
軍
部
独
裁
の
後
に
訪
れ
た

一
瞬
の
自
由
な
時
期
（「
ソ

ウ
ル
の
春
」
と
呼
ば
れ
る
）

は
、
全
チ
ョ
ン
ド
ゥ
フ
ァ
ン

斗
煥
の
ク
ー
デ
タ
ー

に
よ
っ
て
、
再
び
軍
部
独
裁

に
引
き
戻
さ
れ
る
。
国
会

も
マ
ス
コ
ミ
も
軍
部
に
牛
耳

ら
れ
る
下
で
、
沈
黙
す
る
ほ

か
な
か
っ
た
民
衆
が
声
を
あ

げ
る
転
機
と
な
っ
た
の
が
光

州
事
件
で
、
そ
の
7
年
後
の

１
９
８
７
年
に
、
軍
部
独
裁

を
打
倒
す
る
６
月
民
主
抗
争

が
起
き
た
。
こ
の
間
の
韓
国

民
主
化
運
動
を
劇
画
で
描
い

た
の
が
「
沸
点
」
で
あ
る
。

軍
部
独
裁
を
倒
す
と
い
っ

て
も
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た

の
は
学
生
や
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
主
婦
な
ど
一
般
の

市
民
で
あ
っ
た
。「
沸
点
」

に
登
場
す
る
主
人
公
の
学

生
ク
ォ
ン
・
ヨ
ン
ホ
と
、

彼
を
と
り
ま
く
家
族
や
友

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ひ
と

り
の
民
衆
と
し
て
の
立
場

で
６
月
民
主
抗
争
に
参
加

し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

こ
の
伝
統
は
、
朴パ
ク
ク
ネ

槿
恵

前
大
統
領
を
追
い
つ
め
た

「
ろ
う
そ
く
デ
モ
」
に
も

引
き
継
が
れ
て
お
り
、
韓

国
民
主
主
義
の
根
幹
を
な

す
も
の
で
あ
る
。

自
ら
の
力
で
政
権
を

変
え
た
経
験
を
持
つ
こ
と

は
、
お
よ
そ
存
立
の
基
盤

を
失
っ
て
い
る
安
倍
内
閣

が
、
未
だ
政
権
の
座
に
居

座
っ
て
い
る
日
本
と
決
定

的
に
違
う
点
で
あ
ろ
う
。

民
衆
弾
圧
の
テ
コ
と
さ

れ
た
の
が
徹
底
し
た
反
共

主
義
。民
主
化
の
前
進
は
、

こ
こ
か
ら
の
脱
却
を
も
促

す
力
と
な
っ
て
い
る
。

私
が
大
学
に
入
学
し
た
の

が
、
学
園
紛
争
の
余
波
が
残

る
１
９
８
２
年
。
そ
の
頃
、

韓
国
の
軍
事
政
権
下
で
起
き

た
弾
圧
と
、
学
生
ら
の
抵
抗

の
こ
と
を
よ
く
耳
に
し
た
。

そ
れ
が
１
９
８
０
年
の
５
・

18
光
州
事
件
で
あ
り
、
今
回

の
映
画
で
描
か
れ
て
い
る
舞

台
で
あ
る
。

男
手
ひ
と
つ
で
育
て
る
一

人
娘
の
た
め
に
、
生
活
費
を

稼
ぐ
こ
と
し
か
眼
中
に
な
い

ソ
ウ
ル
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手

が
、
ひ
と
儲
け
し
よ
う
と
外

国
人
記
者
を
乗
せ
た
こ
と
か

ら
、
光
州
で
の
知
ら
れ
ざ
る

現
実
に
直
面
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
は
想
像
を
絶
す

る
よ
う
な
暴
力
が
大
学
と
市

民
社
会
を
覆
っ
て
い
た
。

命
を
賭
し
て
真
実
を
追

い
求
め
る
記
者
、
不
当
な

支
配
に
頭
を
垂
れ
ず
立
ち

向
か
う
学
生
と
そ
れ
を
支

え
る
家
族
や
市
民
た
ち
。

そ
の
姿
に
ふ
れ
、「
韓
国

ほ
ど
住
み
や
す
い
国
は
な

い
」
と
学
生
の
抵
抗
を
蔑

ん
で
い
た
主
人
公
が
変
化

し
て
ゆ
く
様
は
圧
巻
。
支

援
者
は
何
と
、
弾
圧
す
る

側
の
中
に
も
い
た
。

「
弁
護
人
」
を
彷
彿
さ

せ
る
ソ
ン
・
ガ
ン
ホ
の
熱

演
。
時
に
目
を
覆
い
た
く

な
る
弾
圧
の
描
写
が
続
く

中
で
、
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち

た
演
技
が
観
る
者
を
絶
望

か
ら
救
う
。
こ
う
い
う
役

を
や
ら
せ
た
ら
右
に
出
る

者
は
な
い
だ
ろ
う
。

脚
色
が
加
え
ら
れ
え
て

い
る
と
は
い
え
、
実
話
と

い
う
重
み
が
説
得
力
を
持

つ
。
不
正
を
許
さ
ぬ
民
衆

の
叫
び
に
、
韓
国
民
主
主

義
の
力
強
さ
を
見
た
。

南北会談で注目される韓国。大ヒッ
トの映画や話題の書籍から、民主主義
の原点を探ってみました。（のの山けん）

民主主義の原点はいま注目
の韓国


